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は じ め に

近年， 農業 は大 き く 変化 し て ， 農業生産の多様化 と と

も に ， 食物 に対 する 国民 の 晴好の変化 と 相 ま っ て ， 栽培

作物の 多品 目 化 も 進み， 施設栽培の普及等栽培技術の多

様化が進展 し て き て い る 。

一方， 農業の低 コ ス ト 化 に 向 付て ， 生産の省力化， 効

率化 も 同時に進め ら れ， 生産基盤の整備や農業機械の導

入普及等の 推進が図 ら れ る中， 病害虫防除 も 例 に も れ ず

農薬の安全対策の強化 と と も に ， 防除の一層 の省力化，

効率化が求 め ら れて い る 。

こ の よう な状況の も と で， 農薬 も 作物栽培の多様化 に

対応 し て ， 作物や使用場所 ご と の より 的確な防除に適応

し た新 し い製剤化技術の 開発への積極的 な取組が行わ れ

て い る 。 特に最近 は ， 時間， 労力， コ ス ト の 問題で， 新

規化合物農薬の 開発が難 し い こ と も あ り ， 既 存の化合物

を利用 し た 製剤 の 改良， 新剤型や新施用技術の 開発が活

発 に な っ て き て い る 。

I 登録製剤の現状

1 製剤jの分類

農薬製剤 は， そ の形態 に よっ て ， 団体状， 液体状， ぺ

ー ス ト 状， ガ ス 状 な ど に大別 で き る 。 製剤 は， さ ら に そ

の形や特徴な ど に よっ て細か く 剤型分類 さ れ， そ れぞれ

に 剤型 名称が付 げ ら れて い る 。 剤型 名称 に は， 農薬登 録

上の種類 名と し て 用 い ら れ る 剤型 名と ， 農薬の商品 名等

に 用 い ら れ る い わ ゆ る 慣用 的 名称 と が あ り ， 両者 は混同

さ れや すい。 剤型 に 係 る こ れ ら の名称 を 製剤形態別 に分

類 し て みた の が表 lで あ る 。 ま た ， 農薬 の種類 名に 用 い

ら れ る 剤型 名と 商品 名に 用 い ら れ る 剤型の慣用 的 名称 と

の関係 は表-2 の と お り で あ る 。

製剤 は ， ま た ， そ の使 用 方 法 か ら 大別 する こ と も で

き ， 製剤 を水な ど で希釈し て 使用 する も の と ， 希釈し な

い で そ の ま ま 用 い る も の と があ る 。 希釈し な い で用 い る

製剤 は， 希釈する も の に 比べ て ， 製剤の性質や特徴な ど

の違い が直接防除機械 と の適合性な ど， 農薬 の施用時に

関係 し て く る こ と が多 い。 し た が っ て ， 希釈し な い で散

布する 製剤 に は ， 適正 な散布 を確保 する た め ， 製剤規格
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が決め ら れて い る 。 例 え ば， 粉剤等の 製剤規格 は 次 の よ

う に な っ て い る 。

粒径 :粉 剤 45，um 以下

粒 剤 3 00�17 00 ，um 

細粒剤 F 18 0�71 0  ，um 

微 粒 剤 106�3 00，um 

微粒剤 F 63�212，um 

浮遊性指数 :D L粉剤 2 0以下， FD 粉剤 師 以上
2 製剤の推移 と 現状

農薬 は， 人畜 に対 する 危害防止， 作物や環境等へ の汚

染防止 を 図 る た め ， 毒性が強 い も の か ら 弱 い も の へ， ま

た， 代謝分解 し に く い も の か ら 容易 な も の へ と 変わ っ て

き て い る 。 さ ら に近年 は， 防除の省力化， 効率化の要請

に 加え て ， 製造や流通上 に お け る 取 り 扱 い の利便 さ や保

表 - 1 農薬製剤の剤j型 に係 る 名称の分類

ヰ寸 農薬の種類名 に 用 い ら 農薬の商品名 等に 用 い
れ る 剤型名 ら れ る 剤型の慣 用 的名

称

粉剤 粒剤， 粒粉剤， DL 粉剤， FD 粉剤， 細
水 和剤 ( 粒 状 ， 頼 粒 粒 i'f!JF， 微粒剤， 微粒剤

固 体 状 状， 錠形) ， 水 溶剤， く F， 錠剤， 穎粒剤， ド ラ
ん煙剤， く ん蒸剤 等 イ フ ロ ア プ ル ， DF， 

WG， WDG 等

水 和剤 (液状) ， 乳剤， フ ロ ア プ ル 剤 ， ゾ ル
油剤， 液剤， 微量散布 剤， 懸濁剤， 乳濁剤，

液 体 状 剤， マ イ ク ロ カ プセ ル SC， SE， EW， ME 等
剤， エ ア ゾル， く ん蒸
剤 等

ベ ー ス ト 状 ペ ー ス ト 剤， 塗布 i'f!J等

ガ ス 状 く ん蒸剤

表 - 2 i'f!J型名 と 剤型の慣 用 的名称 との関係

農薬の種類名 に 用 | 農薬の商品名 等に 用 い ら れ る 剤型の慣 用 的名
い ら れ る 剤型名 | 称

粉 剤 I DL 粉剤， FD 粉剤

粉 粒 剤 | 細粒剤 F， 微粒剤， 微粒剤 F

| 頼粒剤， 錠剤 ， ド ラ イ フ ロ ア プ/レ剤 ， DF， 
水 和 剤 I WG， WDG， 懸濁剤 ， フ ロ ア プル 剤 ， ゾル

期IJ， SC， SE 

乳 剤 | 乳濁剤， EW 
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管上の安全性等 も 加味 さ れた 付加価値の高 い農薬が求 め

ら れて い る 。 こ れ に こ た え る べ く ， 農薬製剤 の剤型改良

や新 し い施用技術の開発 に 重点、が移 っ て き て い る 。 こ の

こ と を 剤型別 の 登 録件数で農薬製 剤lの 推移 を み て み た の

が表-3 及び表-4 で あ る 。 こ れ を み る と 次 の よう な こ と が

い え る 。

粉剤 :粉剤 の 登 録件数 は ， 一般 的 に 漸減傾向 に あ る

が， 製剤全体でみ る と 粉剤 は 35% を 占め， 登 録件数では

最 も 多 い。 現在登 録の あ る 粉剤 の 内訳 を み る と ， い わ ゆ

る 一般粉剤 は約 4 0%， D L粉剤 は約 6 0% で あ り そ の 割合

に は大差 は な いが， 一般粉剤の登 録件数 は， D L粉剤 に比

べて 非常 に 少 な く な っ て き て い る 。

粒剤 : 近年 は ， 除草剤 の 開発が多 く な っ て い る こ と も

あ り ， 粒剤の件数 は 漸増傾向 に あ る 。

粉粒剤 :も と も と 登 録件数 は 多 く は な い が， 件数 そ の

も の は少 な く な っ て き て い る 。

水和剤 :水和剤全体の登 録件数 は ， 年 毎に 伸 びて き て

い る 。 水和剤 を そ の製剤形態でみ る と ， 国体状 (粉状，

頼粒状等) ， 液体状 (懸濁状) と そ の形態の種類 は 多 い。

形態別 に そ の登 録件数 を み る と ， 粉状の も の は やや減 る

傾向 に あ る の に対 し て ， 懸濁剤 ( フ ロ ア プ Jレ剤) は大 き

上段 :件数
表 - 3 主 な 剤型製剤の登録件数の推移

下段 : パー セ ン ト

よ々竺 56 58 60 62 1 3 5 

1776 2120 2192 2390 2488 2298 2057 
粉 剤 -・・... ーーーーーー・ ーーーーー. -ー..ー・ー "・司・ー， ーーーー・曲岨 ー岨・..・a

37.9 40 . 0  39.6 39 . 8  39 . 7  37.1 35 . 0  

425 539 614 756 843 903 873 
粒 剤 ._.--岨 -ー・・ー・・F胃 ..帽司"・ ------・ -・・... -・・---- -・・----

9 . 1  10 . 2  1 1 . 1  12 . 5  13 . 4  14.6 14.8 

296 306 306 289 241 176 135 
粉 粒 剤 -・・... -・ーーー・. ー.ーー・曲 -ーーー・・， 甲ーー... ーーーーーーー ー・ー・.ーー

6 . 3  5.8 5.5 4.8 3 . 8  2 . 8  2 . 3  

711  819 883 1012 1 121 1 176 1208 
水 和 剤 '・・・・ー -・・---- ー...ーー -ーーーーー. -・・... -・・---- -------

15 . 2  15.4 16.0 16 . 8  17 . 9  19 . 0  20.5 

53 55 69 72 65 64 66 
水 溶 剤 -・・... ..岨・.._- -ーー... -ーーーーー. -・・... -・・...・ー ..ーーー..

1.1 1.0 1 . 2  1.2 1.0 1 . 0  1.1 

737 757 761 761 779 814 802 
乳 剤 -・・... ーーーーー・. -・・... -・Fー司'・ -・・... ー・----- -・・・・ーー

15 . 7  14 . 3  13 . 7  12 . 6  12.4 13目I 13 . 6  

168 129 152 180 186 202 200 
液 斉リ -----司 -・・---- - ・ ・ ー .. 'ー-ーーー. -・・... -・・---- ..司曹司・.

3 . 6  2 . 4  2 . 8  3 . 0  3.0 3 . 3  3 . 4  

62 65 61 45 44 46 37 
油 剤 甲司p・ーーー -ーー・・ー， -ー..ー， ------ー -・・... -・・---- -・...・ー

1.3 1.2 1.1 0 . 7  0.7 0.7 0.6 

(注) 数字 は 各年度の9 月 30 日 現在 に お け る 農薬登録件数及びそ
の割合 を 示 す。

く 伸 びて き て い る 。 頼粒状の も の は， 現時点 で は 件数 は

少 な い が今後増 え る こ と が予想 さ れ る 。

乳剤 : 乳剤 の 登 録件数 は 従 来 か ら あ ま り 変化 は な い
が， 最近， キ シ レ ン等 の溶剤 に替 え て ， 水 を ベ ー ス に し

た 乳濁剤 (E W) の も の の 申 請が 目 立 つ て き て お り ， 今 は

登 録件数 は少 な い も の の ， 今後 は 用 途 に 応 じ て 伸 びて い
く も の と 思わ れ る 。

そ の他 :水溶剤， 液剤， 油剤等 の 剤型 の も の は， も と も

と 登 録件数 も 少 な く 今後 と も 数 に あ ま り 変動 は な い と 思

わ れ る 。

E 新剤型製剤の特徴

農薬製剤 は ， こ れ ま で製 剤 の 粉立 ち ゃド リ フ ト の 軽

減， 取 り 扱 い の 利便 さ な ど の 観点 か ら ， 一般粉剤 か ら

D L粉剤や微粒剤へ， ま た 粉状 の 水和剤 か ら 頼粒状や 懸

濁製剤へ と 次第 に 移行 し て き て い る 。 さ ら に最近は， よ

り 安全な製剤 を 求 め て ， 有機溶剤 中心 の 乳剤 か ら 水ベー

ス の 乳濁剤への 開発や マ イ ク ロ カ プセ ル を 利用 し た 製剤

化技術 も 進ん で き て い る 。 一方， 省力化， 効率化等 を 目

的 と し た 新施用技術の 開発 も 進み， い わ ゆ る 1 キ ロ 剤，

水面展開剤， 投込み用 の ジ ャ ン ポ剤 と い っ た そ れぞれの

施用 法 に 応 じ た 特徴 の あ る 製剤 も 登場 し て き て い る 。 1

キ ロ 剤， 水面展開剤， マ イ ク ロ カ プセ ル剤 に 関 し て は，

後に 詳述 さ れ る の で， こ こ で は ， 今後製剤 の 重要 な位置

を 占め る と 思わ れ る 懸濁剤， 乳濁剤， 頼粒水和剤 の特徴

な ど を 簡単 に触れ る こ と に し た い 。

懸濁剤 ( フ ロ ア プル剤) :製剤 は， 微粉砕 さ れた 固体の

農薬原体が水 に 懸濁 し た 粘禰な液体で， 分離 し な い安定

表 - 4 登録順番 か ら み た 粉剤 ・ 水 和剤の登録件数の推移

剤圃

\\

ー形鐙

登録

\
番号

(参考) 平成
15601 16601 17601 6 年 3 月 l
�16600 �17600 �18600 日 現在の登

録件数割合

粉
剤

一 般 粉 剤 62件 23件 341' 牛 42% 

D L 粉 剤 355 252 197 58 

粉 状 182 イ牛 186 {，牛 142 {<牛 80% 

和
水

剤
頼 粒 状 5 4 17 0.4 

i懸 濁 状
( フ ロ ア プル剤)

25 76 1 18 19 

(注 1 ) 登録順番 に 基づく件数 に は ， 平成 6 年 3 月 1 日 現在で 失効
してい る ものも 含ん で い る 。

(注 2 ) (参考) 欄 の登録件数割合 は ， 平 成 6 年 3 月 1 日 現在で登録
さ れてい る 「粉剤」及び 「 水 和剤J の内訳件数のパ ー セ ン
ト を表す。 な お 水 和剤のパ ー セ ン ト が 100% に な ら な いの
は 「その他」 が あ る か ら であ る 。

一一一 2 一一一
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な製剤 を 得 る た め に い ろ い ろ 工夫 さ れて い る 。 補助成分

と し て ， 界面活性剤， 増粘剤， 凍結防止剤， 消 泡剤 な ど
が 加え ら れて い る 。 本剤の原体粒子 は 非常 に細か く か っ

水 を ベ ー ス と し て い る の で， 粉状の水和剤 に な い特徴 を

持 っ て い る 。 ま ず本剤 の粒子が細 か い こ と か ら 一般 に薬

効， 耐雨性， 速効性等 に勝れて い る と い わ れて い る 。 ま

た ， 液状 な の で粉立 ち も な く 取 り 扱い や すし さ ら に，

散布後の作物の汚れが 目立た な い長所 も 持 っ て い る 。

頼粒水和剤 ( WG， WDG， FD) :製剤 は ， 微粉砕 さ れ

た 原体に補 助成分の 界面活性剤， 結合剤， 消 泡剤 な ど を
加え て頼粒状 に し た も の で， 増量剤 と し て 鉱物質微粉が

入 っ て い る も の と 入 っ て い な い も の が あ り ， 後者の も の

は， フ ロ ア プル剤 と 同様， 作物の 汚れが 目立た な い と い

われて い る 。 ま た ， 本剤 は 頼粒状 な の で， 粉状の水和剤

に比べて ， 製剤容 器の 開 封時の粉立 ち が少な く より 安全

な上， 計量， 容 器への移 し が え ， パ ッ ケ ー ジ な どが容易

で， 製造や流通時の取 り 扱 い が便利 な製剤で あ る 。

乳濁剤 (E W) :製剤 は ， 農薬原体 を細か い 油滴 と し て

水 に 分散 さ せ た 牛乳状の液体で， 従来の 澄明 油状可 乳化

液体の 乳剤 と 比べて キ シ レ ン な ど の有機溶剤の 添加量が

少 な い た め， 一般 に 引 火性が な く ， 作物への薬害や作業

者等 に対 し て も より 安全 な製剤で あ る 。

こ れ ら の製剤の ほ か に ， 最近で は ， 懸濁剤 と 乳濁剤 と

が混 じ っ た よう な サ ス ポ エ マ ル シ ョン と 呼 ばれ る 製剤，

微粉砕 し た 固体原体 を オ イ ル中 に 懸濁 さ せ た 油状懸濁製

剤， 感、濁剤 と 液剤 と が混 じ り 合 っ た よう な製剤， 非常 に

細 い 油状粒子 を 水 に 分散 さ せ た 澄明液体の マ イ ク ロ エ マ

ル シ ョン製剤， 従来の 乳剤 を 水溶性担体 に 吸収 さ せ て 固

型化 し た い わ ゆ る 固形 乳剤等種々 の製剤の 開発が試み ら

れて い る 。 こ れ ら の 中 に は既 に 登録 さ れて い る も の も あ

る が， 剤型 名を命 名する に 当た っ て は ， 製剤の物理的化

主 な 次 号 予 告

次 6 月 号 は， 下記原 稿を掲載 する 予定で す。

農薬安全使用 月 間 に ち な んで 木下 光明

病害虫防除所 を め ぐ る 最近の情勢と 今後の展開

杉浦哲也
イ ネ キ モ グ リ パエ の化性 と 休眠 武田 光能

軟化栽培ウ ド に 発生 する 疫病の生態 と 防除 堀江博道

rrP Mに お け る 生物防除J FFTC シ ン ポ ジ ウ ム 報 告

矢野栄二

植物生育促進菌類 に つ い て 百町満朗

学的性状， 補助成分の種類 と そ の 添加量， 顕微 鏡観察等

を 行 っ て ， 最 も 適 当と 判 断 さ れ る 名称、が付 け ら れ て い

る 。

皿 新しい製剤の開発の方向

農薬の新 し い製剤開発 に 欠 く こ と の で き な い技術 に ，

農薬原体や補助成分の粉砕技術， 界面活性剤， 高分子化

合物等 の利用技術， 成分の 放出制御技術， 製剤の施用技

術な どがあ る が， こ れ ら 技術の最近の進歩 は め ざま し い

も の が あ る 。 今後 と も 製剤 の 開発 の 方 向 は ， 農 薬 の 効

果， 安全， 省 力 ， 利便等 を 目的 に こ れ ら 技 術 を 駆使 し

て ， 製剤化が進む も の と 思わ れ る 。 中 で も 製剤 の 徐放化

技術 は期待 さ れて お り ， 残効性の 維持， 安全性の確保 な

ど を 狙 っ たマ イ ク ロ カ プセ ル， 多 孔性物質， 包接化合物

等の利用が進む も の と 思わ れ る 。 一方， 省力化， 効率化

を 目的 と し た い わ ゆ る ジ ャ ン ボ剤， パ ッ ク 剤 な ど の 投込

剤や水面展開剤等が さ ら に 普及 する も の と思わ れ る 。 ま

た ， こ れか ら 注目 さ れ る 技術 と し て ， 地上 に お け る 濃厚

少量散布があ る 。 そ の効果 と 安全性 を 確保 する た め ， 新

剤型 を 含 め た 的確な製剤化 と 防除機 械を利用 し た 施用技

術の整合が 重要 で あ る 。 今後 は こ の 方 向 で検討が進む と

思われ る 。

そ の ほ か， 用途 に 応 じ た 特殊な製剤， 例 え ば性 フ ェ ロ

モ ン を利用 し た 誘引剤や交信か く ら ん剤， 施設等 で使わ

れ る く ん煙剤， く ん蒸剤， 農薬成分 を他の防除用資材 と

組み合せ て 用 い る 農薬入 り シ ー ト ， 袋， フ ィル ム 等， 接

着成分 を利用 し た 粘着紙， 粘着 テ ー プ， 粘着ノTン ド ， ト

ラ ッ プ等種々 の形態 の 製剤 も 増 える も の と 予想 さ れ る 。

当然 なが ら 水 を ベ ー ス と し た 懸濁剤， 乳濁剤 な ど は ， 今

後益々 普及 し 農薬製剤 の 主流 を 占め る と こ ろ と な ろ う 。

抗体遺伝子導入に よる ウ イ ル ス 病抵抗性植物の作出

大島一 里

韓国及び対 馬の チ ュウ ゴク オ ナ ガ コ パチ 村上 陽三

植物防疫基礎講座

植物 ダニ類の標本作製法 ( 2 ) /カ ナ ダパルサム に

よ る 永久標本作製法 斎藤 裕・ 刑部正博

植物病原菌の薬剤感受性検定マ ニ ュア ル ( 10)

一一野菜類 褐斑病 ・ ウ リ 類 う ど ん こ 病

狭間 渉・ 中津靖彦
定期購読者以外の お申込みは至急前金にて本会へ

定価 1 部800円 送料76円
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